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(57)【要約】
【課題】２枚以上の重ね合わせた構成を持つ液晶パネル
に出力する信号を制御する表示装置が、画像の局所的な
明部の輝度の低下防止を行いながら、二重像による画像
の表示品質低下を防止する。
【解決手段】本発明の表示装置は、発光手段と、第１パ
ネルと、第２パネルと、前記第１パネルおよび前記第２
パネルそれぞれの透過率を制御する制御手段を備え、前
記制御手段は、入力画像信号に基づいて、第１パネルを
制御するために用いる第１パネル信号と、第２パネルを
制御するために用いる第２パネル信号とを生成し、第１
パネル信号の高域を抑制する処理を施した処理信号と、
第１パネル信号とを合成した制御信号に基づいて、第１
パネルを制御し、注目画素の周囲の画素値に対する注目
画素値の比率が閾値以上である場合に、そうでない場合
よりも制御信号における処理信号の合成比率を低下させ
ることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光手段と、
　前記発光手段から照射された光を透過する第１パネルと、
　前記第１パネルを透過した光を透過して画面に画像を表示する第２パネルと、
　前記第１パネルおよび前記第２パネルそれぞれの透過率を制御する制御手段と、
　を備え、
　前記制御手段は、
　入力画像信号に基づいて、前記第１パネルを制御するために用いる第１パネル信号と、
前記第２パネルを制御するために用いる第２パネル信号とを生成し、
　前記第１パネル信号の高域を抑制する処理を施した処理信号と、前記第１パネル信号と
を合成した制御信号に基づいて、前記第１パネルを制御し、
　注目画素の周囲の画素の画素値に対する前記注目画素の画素値の比率である第１の比率
が第１の閾値以上である場合に、そうでない場合よりも、前記制御信号における前記処理
信号の合成比率である第２の比率を低下させる、
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記注目画素の周囲の画素の画素値は、前記注目画素の周囲の画素の画素値の最大値で
ある、
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記入力画像信号の注目画素の画素値と、前記入力画像信号の注目画
素の周囲の画素の画素値とから、前記第１の比率を決定する、
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記第１パネル信号の注目画素の画素値と、前記第１パネル信号の注
目画素の周囲の画素の画素値とから、前記第１の比率を決定する、
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第１パネル信号と前記第２パネル信号は同一である、
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記第１パネルと前記第２パネルの階調特性に応じて、前記入力画像
信号から前記第１パネル信号と前記第２パネル信号とを生成する、
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記第１の比率が高いほど、前記第２の比率を低くする、
　ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記第１の閾値より前記第１の比率が低ければ処理信号と同一の制御
信号を生成し、前記第１の閾値以上である第２の閾値より前記第１の比率が高ければ第１
パネル信号と同一の制御信号を生成する、
　ことを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記第１パネル信号の注目画素の画素値と、前記第１パネル信号の注目画素の隣接画素
の画素値とから、高周波成分を演算する演算手段を備え、
　前記制御手段は、前記第１の比率、および前記高周波成分に基づき前記合成を行う、
　ことを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記高周波成分が大きいほど、前記合成での前記第２の比率を高くす
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る、
　ことを特徴とする請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記制御手段は、前記第１パネル信号の注目画素の周辺の画素の画素値の平均値を、前
記処理信号の注目画素の値として決定する、
　ことを特徴とする請求項１から１０のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記制御手段は、前記第１パネル信号の注目画素の画素値が低いほど、前記第１パネル
信号の注目画素の周辺をより広い領域にして前記処理信号の注目画素の画素値を決定する
、
　ことを特徴とする請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　発光手段と、前記発光手段から照射された光を透過する第１パネルと、前記第１パネル
を透過した光を透過して画面に画像を表示する第２パネルと、を備える表示装置の表示制
御方法であって、
　入力画像信号を取得する取得工程と、
　前記第１パネルおよび前記第２パネルそれぞれの透過率を制御する制御工程とを含み、
　前記制御工程では、
　入力画像信号に基づいて、前記第１パネルを制御するために用いる第１パネル信号と、
前記第２パネルを制御するために用いる第２パネル信号とを生成し、
　前記第１パネル信号の高域を抑制する処理を施した処理信号と、前記第１パネル信号と
を合成した制御信号に基づいて、前記第１パネルを制御し、
　注目画素の周囲の画素の画素値に対する前記注目画素の画素値の比率である第１の比率
が第１の閾値以上である場合に、そうでない場合よりも、前記制御信号における前記処理
信号の合成比率である第２の比率を低下させる、
　ことを特徴とする表示制御方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の方法の各工程をコンピュータに実行させるためのプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置、表示制御方法、およびプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在、ハイダイナミックレンジ画像信号の取り扱いが広まってきている。撮像装置は、
最近の受光性能向上に伴い、より広いダイナミックレンジ画像信号（ＨＤＲ画像信号）を
扱うことが可能となり、Ｌｏｇに近い変換特性で画像信号を出力している。例えば、国際
電気通信連合（ＩＴＵ：　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎ　Ｕｎｉｏｎ）では、ＨＤＲ画像信号の規格化が進んでいる。そのうち、ＩＴＵ－
Ｒ　ＢＴ．２１００規格では、Ｌｏｇ特性を持つＰＱ（Ｐｅｒｃｅｐｔｕａｌ　Ｑｕａｎ
ｔｉｚｅｒ）信号やＨｙｂｒｉｄ　Ｌｏｇ－Ｇａｍｍａ信号が規定されている。
【０００３】
　一方で、表示装置の表示性能も向上しており、数十万：１以上の広いコントラストや、
数千カンデラの高ピーク輝度表示が可能となっている。例えば、液晶表示装置のバックラ
イトの照明輝度を大きくすることで、高ピーク輝度表示を実現することができる。
【０００４】
　また、広いコントラストを実現する技術として、例えば特許文献１がある。特許文献１
には、第１の液晶パネル、第２の液晶パネル、およびバックライトによって構成される液
晶表示装置が開示されている。特許文献１の液晶表示装置は、第１の液晶パネルと第２の
液晶パネルが重ね合わせて配置された所謂、二重液晶表示装置である。特許文献１の二重
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液晶表示装置では、コントラスト比が１，０００：１の液晶パネルを２枚重ね合わせるこ
とで、コントラスト比１，０００，０００：１を実現することができる。
【０００５】
　しかし、特許文献１に開示された二重液晶表示装置で、画素数（解像度）が同等の２枚
の液晶パネルを用いる場合、各液晶パネルを同一の画像信号で制御すると、液晶パネル間
の画素のズレ等に起因して、画像が二重に見える現象（二重像）が発生する。
【０００６】
　特許文献２は、二重像が発生することを抑制するために、２枚の液晶パネルのうち、バ
ックライト側に設けられる液晶パネルを、画像信号にフィルタ処理を施した処理画像信号
に基づいて制御することが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平５－８８１９７号公報
【特許文献２】国際公開第０７／０４０１２７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献２では、フィルタ処理の対象の画素の明るさとその画素の周辺
画素の明るさの差異が大きいほど、フィルタ処理の対象の画素が暗くなる。したがって、
フィルタ処理の対象の画素に対応するバックライト側の液晶パネルの透過率が低下する。
これにより、局所的に明るい領域がある画像の場合、当該領域の表示輝度が低下してしま
うことがあった。例えば、夜空の星の画像を表示する場合、星の輝き感が低下してしまう
ことがある。
【０００９】
　そこで、本発明では、２枚以上の重ね合わせた構成を持つ液晶パネルに出力する信号を
制御し、画像の局所的な明部の輝度の低下防止を行いながら、二重像による画像の表示品
質低下を防止する表示装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第１様態は、
　発光手段と、
　前記発光手段から照射された光を透過する第１パネルと、
　前記第１パネルを透過した光を透過して画面に画像を表示する第２パネルと、
　前記第１パネルおよび前記第２パネルそれぞれの透過率を制御する制御手段と、
　を備え、
　前記制御手段は、
　入力画像信号に基づいて、前記第１パネルを制御するために用いる第１パネル信号と、
前記第２パネルを制御するために用いる第２パネル信号とを生成し、
　前記第１パネル信号の高域を抑制する処理を施した処理信号と、前記第１パネル信号と
を合成した制御信号に基づいて、前記第１パネルを制御し、
　注目画素の周囲の画素の画素値に対する前記注目画素の画素値の比率である第１の比率
が第１の閾値以上である場合に、そうでない場合よりも、前記制御信号における前記処理
信号の合成比率である第２の比率を低下させる、
　ことを特徴とする表示装置である。
【００１１】
　本発明の第２様態は、
　発光手段と、前記発光手段から照射された光を透過する第１パネルと、前記第１パネル
を透過した光を透過して画面に画像を表示する第２パネルと、を備える表示装置の表示制
御方法であって、
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　入力画像信号を取得する取得工程と、
　前記第１パネルおよび前記第２パネルそれぞれの透過率を制御する制御工程とを含み、
　前記制御工程では、
　入力画像信号に基づいて、前記第１パネルを制御するために用いる第１パネル信号と、
前記第２パネルを制御するために用いる第２パネル信号とを生成し、
　前記第１パネル信号の高域を抑制する処理を施した処理信号と、前記第１パネル信号と
を合成した制御信号に基づいて、前記第１パネルを制御し、
　注目画素の周囲の画素の画素値に対する前記注目画素の画素値の比率である第１の比率
が第１の閾値以上である場合に、そうでない場合よりも、前記制御信号における前記処理
信号の合成比率である第２の比率を低下させる、
　ことを特徴とする表示制御方法である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、２枚以上の重ね合わせた構成を持つ液晶パネルに出力する信号を制御
する表示装置は、画像の局所的な明部の輝度の低下防止を行いながら、二重像による画像
の表示品質低下を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】実施形態１に係る装置の概略ブロック図である。
【図２】実施形態に係る入力画像信号の階調特性を示す模式図である。
【図３】実施形態に係る補正信号の分配を表す図である。
【図４】実施形態１に係る比率画像信号と加重係数の関係を表す図である。
【図５】実施形態１に係る処理および効果を表す図である。
【図６】実施形態１の比較例を表す図である。
【図７】実施形態１および従来技術に係る表示輝度を表す図である。
【図８】実施形態１の変形例１に係る装置の概略ブロック図である。
【図９】実施形態２に係る処理および効果を表す図である。
【図１０】実施形態２に係る装置の概略ブロック図である。
【図１１】実施形態３に係る装置の概略ブロック図である。
【図１２】実施形態３に係るフィルタ領域に関する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明による表示装置について、図面を用いて説明する。なお、本発明の技術的
範囲は特許請求の範囲によって確定されるものであって、以下の個別の実施形態によって
限定されるわけではない。また、実施形態の中で説明されている特徴の組み合わせ全てが
、本発明に必須とは限らない。
【００１５】
＜実施形態１＞
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態に係る表示装置１について説明する。図１は
、本実施形態に係る表示装置１の装置構成を示す模式図である。
【００１６】
　表示装置１は、バックライト１０、背面液晶パネル１１、前面液晶パネル１２、および
表示制御装置１００を備える。表示装置１は、２枚の液晶パネルを重ね合わせることで高
コントラストの画像を表示することが可能である。
【００１７】
　バックライト１０は、複数の光源を備え、前方に光を照射する発光装置である。例えば
、光源は、白色光を発するＬＥＤであるとする。なお、光源は、赤色の光を発する赤色Ｌ
ＥＤ、緑色の光を発する緑色ＬＥＤ、および青色の光を発する青色ＬＥＤ、から構成され
ていてもよい。また、青色ＬＥＤと、入射した青色の光を赤色の光および緑色の光に変換
して出力する量子ドット等の波長変換部材を含む部材と、から光源が構成されていてもよ
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い。バックライト１０は、あらかじめ設定された光量の光を、前方に照射するとする。な
お、表示制御装置１００の制御により、照射する光の量を可変としてもよい。
【００１８】
　背面液晶パネル１１は、バックライト１０の前方に設けられ、バックライト１０から照
射された光を変調する変調部材である。背面液晶パネル１１は、複数の液晶素子を備え、
表示制御装置１００から出力された画像信号に応じて、各液晶素子の光の透過率を制御す
る。即ち、背面液晶パネル１１表示制御装置１００によって背面液晶パネル１１の変調が
制御されるともいえる。なお、背面液晶パネル１１は、特定の波長の光を透過するための
カラーフィルタを有しないとする。
【００１９】
　前面液晶パネル１２は、背面液晶パネル１１の前方に設けられ、バックライト１０から
照射され、背面液晶パネル１１で変調された光をさらに変調する変調部材である。前面液
晶パネル１２は、複数の液晶素子を備え、表示制御装置１００から出力された画像信号に
応じて、各液晶素子の光の透過率を制御する。即ち、前面液晶パネル１２表示制御装置１
００によって前面液晶パネル１２の変調が制御されるともいえる。なお、前面液晶パネル
１２は、複数の液晶素子それぞれに対応するカラーフィルタを備える。カラーフィルタは
、赤色、緑色、および青色のいずれかの光を透過するフィルタである。また、前面液晶パ
ネル１２の複数の液晶素子と、背面液晶パネル１１の複数の液晶素子は、少なくとも画像
を表示する領域において同数（同解像度）であるとする。
【００２０】
　２枚の液晶パネルを透過して、画面に画像を表示することにより、暗い領域をより暗く
表現することが可能となる。したがって、画面全体として、より高いコントラストでの表
示が可能となる。
【００２１】
　表示制御装置１００は、入力画像信号に基づいて、少なくとも、背面液晶パネル１１お
よび前面液晶パネル１２を制御する制御装置である。表示制御装置１００は、入力部１０
１、補正部１０２、分配部１０３、取得部１０４、演算部１０５、処理部１０６、合成部
１０７、出力部１０８、および制御部１０９、を有する。以下、表示制御装置１００の各
機能ブロックの動作を説明する。
【００２２】
　入力部１０１は、入力画像信号を取得する。また、入力部１０１は、取得した入力画像
信号に、所定の階調特性変換処理（ガンマ変換処理）を施す。例えば、入力画像信号は、
ＲＧＢそれぞれの１０ビットの信号で表されたＨＤＲ画像信号であるとする。ＨＤＲ画像
信号は、撮像装置等において、輝度範囲に対して画像信号をＬｏｇで関連付けることによ
って、従来よりも広いダイナミックレンジの画像を表現することが可能な画像信号である
とする。なお、輝度範囲に対する画像信号の関係（ＯＥＴＦ）は、Ｌｏｇに限らない、Ｓ
Ｔ．２０８４等の規格で規定されたカーブを用いることも可能である。
【００２３】
　図２は、入力画像信号の階調特性（ＯＥＴＦ）を示す模式図である。なお、以降では簡
単のために、ＲＧＢのうちＲの信号のみについて説明を行う。なお、Ｇ，Ｂの各信号もＲ
と同様に処理されるとする。図２の横軸は、輝度を相対値で示したものであり、図２の縦
軸は、対応する画像信号（階調値）である。輝度差を感知しづらい明領域で対応する画像
信号の段差を少なくし、暗領域で対応する画像信号（階調値）を増やすことにより、より
広いダイナミックレンジ（輝度範囲）を表現することが可能となる。
【００２４】
　なお、入力部１０１は、例えば、ＳＤＩ（Ｓｅｒｉａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｉｎｔｅｒ
ｆａｃｅ）やＨＤＭＩ（登録商標：Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄ
ｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）に対応したインターフェースを介して、入力画像信号を取得
してもよい。また、入力部１０１は、表示装置１内部の不図示の記憶媒体から入力画像信
号を読み出してもよい。



(7) JP 2019-90886 A 2019.6.13

10

20

30

40

50

【００２５】
　また、入力部１０１は、入力画像信号を、所定の階調特性を有する画像信号に変換する
。入力画像信号の階調特性（例えば、Ｌｏｇ）と、表示装置１の階調特性（ガンマ２．２
）とは必ずしも一致しない。したがって、入力画像信号をそのまま表示装置１で表示して
も、所望の階調性が得られない場合がある。したがって、入力部１０１は、入力画像信号
の階調特性と、表示装置１の階調特性との違いを補正するように、入力画像信号の階調特
性を補正する。例えば、入力画像信号の階調特性が、Ｌｏｇであり、表示装置１の階調特
性がガンマ２．２である場合、入力部１０１は、入力画像信号に対してＬｏｇの逆関数を
適用したのち、ガンマ２．２の逆関数（ガンマ０．４５）を適用する。入力部１０１が変
換処理を施した入力画像信号を階調変換信号とする。階調変換信号は、ガンマ０．４５の
階調特性を有する画像信号である。入力部１０１は、階調変換信号を補正部１０２に出力
する。
【００２６】
　補正部１０２は、後段の背面液晶パネル１１と前面液晶パネル１２を通して画像表示し
た際の表示色精度を高めるための補正処理を行う。色精度の基準色規格は、入力画像信号
で規定される色基準で決定される。例えば、ＢＴ．２０２０やＤＣＩ－Ｐ３などが色精度
の基準色規格として採用される。本実施形態では、補正部１０２は、３次元ルックアップ
テーブルなどを使用し階調変換信号を補正する。具体的には、補正部１０２が、予め用意
されたテーブルの補正値を階調変換信号に適用させ補正し、補正信号として分配部１０３
へ出力する。なお、補正信号は、各画素に対して階調値（画素値）が指定された画像信号
である。
【００２７】
　分配部１０３は、補正信号を、背面液晶パネル１１に出力するための背面パネル信号と
、前面液晶パネル１２に出力するための前面パネル信号とに変換し分配する。背面パネル
信号と前面パネル信号とは、それぞれ補正信号から生成された画像信号である。図３では
、補正信号と、背面パネル信号と前面パネル信号との特性を表す。図３の横軸は、輝度を
示す。図３の縦軸は、画像信号の画素値を示す。なお、画像信号は、最大値が１となるよ
うに規格化している。画像信号が１０ビット信号である場合、図３の画像信号における１
は、１０ビット信号における１０２３に対応する。
【００２８】
　図３の実線は、補正信号の階調特性を示す。補正信号は、階調変換信号と同様にガンマ
０．４５の特性を持つとする。図３の破線は、背面パネル信号の階調特性と前面パネル信
号の階調特性を示す。背面パネル信号の階調特性と前面パネル信号の階調特性とは、互い
を乗算して補正信号の階調特性となるように設定される。例えば、補正信号の階調特性の
平方根を、背面パネル信号の階調特性と前面パネル信号の階調特性とする。この場合、背
面パネル信号の階調特性と前面パネル信号の階調特性とは同じであるから、同一の破線で
表される。なお、背面パネル信号の階調特性と前面パネル信号の階調特性とは、同一でな
くともよい。例えば、各液晶パネルの特性に応じて、互いに異なる階調特性とすることも
可能である。
【００２９】
　分配部１０３は、各液晶パネルの階調特性に基づいて、補正信号を変換して、各パネル
信号を生成して、背面パネル信号を取得部１０４、および処理部１０６へ、前面パネル信
号を出力部１０８へ出力する。
【００３０】
　取得部１０４は、各画素の画素値を、背面パネル信号において当該画素を含む周辺領域
に含まれる画素の画素値のうち最大の画素値とした特性画像信号を取得する。また、取得
部１０４は、取得した特性画像信号と背面パネル信号を演算部１０５に出力する。周辺領
域は、例えば、ある画素に対して、当該画素を中心としたＮ×Ｎの画素からなる領域であ
るとする。例えば、Ｎは３であるとする。なお、周辺領域を決定するパラメータは、制御
部１０９が出力するとする。例えば、制御部１０９は、周辺設定値Ｎを出力する。なお、
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取得することも可能である。
【００３１】
　演算部１０５は、背面パネル信号の各画素の画素値と、特性画像信号における対応する
画素の値との比率Ｒａｔを演算により求める。演算部１０５は、各画素について比率Ｒａ
ｔを指定した比率画像信号を合成部１０７へ出力する。演算部１０５は、式１に基づいて
、各画素の比率Ｒａｔを求める。なお、「特性画像信号における注目画素の値」は、すな
わち、「背面パネル信号における注目画素の周辺領域に含まれる画素の画素値の最大値」
である。したがって、各画素に指定される値（比率Ｒａｔ）は、注目画素の周囲の画素の
画素値に対する前記注目画素の画素値の比率であり、０～１の間である。
【数１】

【００３２】
　処理部１０６は、背面パネル信号の画素値に対して空間的なローパスフィルタ処理（画
素値における高域を抑制する処理）を施して処理画像信号（処理信号）を出力する。ロー
パスフィルタ処理は、例えば、背面パネル信号の対象画素を中心としたＭ×Ｍの領域（フ
ィルタ領域）に含まれる画素の画素値を平均化した値（平均値）を、処理画像信号におけ
る対象画素の画素値とする処理である。Ｍは例えば７であるとする。なお、Ｍは制御部１
０９により、係数設定値Ｍとして入力されるものとする。処理部１０６は、各画素を対象
画素として、ローパスフィルタ処理を実行して処理画像信号と背面パネル信号を合成部１
０７へ出力する。なお、Ｍは、上述したＮと同じ値であってもよい。
【００３３】
　合成部１０７は、処理部１０６から入力された背面パネル信号と処理画像信号とを合成
し、合成画像信号（制御信号）を生成する。合成部１０７は、生成した合成画像信号を出
力部１０８へ出力する。合成部１０７の処理については、後述する。
【００３４】
　出力部１０８は、前面パネル信号を前面液晶パネル１２に出力し、合成画像信号を背面
液晶パネル１１に出力する。
【００３５】
　制御部１０９は、表示制御装置１００の各機能ブロックを制御するプロセッサである。
また、制御部１０９は、不図示のメモリから各機能ブロックが用いるパラメータを読出し
、各機能ブロックに設定する。本実施形態において、制御部１０９は、周辺設定値Ｎ、お
よび係数設定値Ｍ、比率下限値Ｈｍｉｎ（後述）、比率上限値Ｈｍａｘ（後述）をパラメ
ータとして出力する。なお、パラメータは、ハードディスクや磁気テープなどから読みだ
されてもよい。また、この設定値は予め決定しておいてもよいし、ユーザにより設定させ
てもよい。
【００３６】
　合成部１０７の処理について詳細に説明する。合成部１０７は、制御部１０９から、比
率下限値Ｈｍｉｎと比率上限値Ｈｍａｘとを取得する。合成部１０７は、比率下限値Ｈｍ
ｉｎと比率上限値Ｈｍａｘと用いて、加重係数ｗ（合成比率）を決定する。合成部１０７
は、加重係数ｗを用いて、処理画像信号と背面パネル信号とを合成して、合成画像信号を
生成する。合成画像信号の注目画素の画素値（注目画素値）は、背面パネル信号の注目画
素の画素値（注目画素値）と、処理画像信号の注目画素の画素値（注目画素値）と、加重
係数ｗとを用いて、式２に基づいて決定される。
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【数２】

【００３７】
　合成部１０７は、比率画像信号における各画素の値（比率Ｒａｔ）、比率下限値Ｈｍｉ
ｎ、および比率上限値Ｈｍａｘを用いて、各画素に対して加重係数ｗを決定する。図４は
、比率画像信号の注目画素の比率Ｒａｔに対する加重係数ｗの関係を示す模式図である。
本実施形態では、合成部１０７は、比率Ｒａｔが閾値以上（比率下限値Ｈｍｉｎ以上）で
ある場合に、そうでない場合よりも、加重係数ｗを低下させる。図４では、合成部１０７
は、注目画素の比率Ｒａｔが比率下限値Ｈｍｉｎ以上、かつ、比率上限値Ｈｍａｘ以下で
ある場合、注目画素の比率Ｒａｔが小さいほど、加重係数ｗが大きくなるように加重係数
ｗを決定する。また、合成部１０７は、注目画素の比率Ｒａｔが比率上限値Ｈｍａｘより
大きい場合、もしくは、比率下限値Ｈｍｉｎ未満である場合に、比率Ｒａｔによらず一定
値となるよう加重係数ｗを決定する。具体的には、合成部１０７は、注目画素の比率Ｒａ
ｔが比率上限値Ｈｍａｘより大きい場合、加重係数ｗを０とし、注目画素の比率Ｒａｔが
比率下限値Ｈｍｉｎ未満である場合、加重係数ｗを１とする。比率上限値Ｈｍａｘ、およ
び比率下限値Ｈｍｉｎは０～１の値であり、比率上限値Ｈｍａｘが比率下限値Ｈｍｉｎ以
上の値であれば限定されないが、例えば、比率上限値Ｈｍａｘは、０．６とし、比率下限
値Ｈｍｉｎは、０．３とする。なお、比率上限値Ｈｍａｘと比率下限値Ｈｍｉｎは同じ値
であってもよい。このように、本実施形態では、比率Ｒａｔが大きくなるほど、加重係数
ｗが小さくされる。
【００３８】
　本実施形態では、比率下限値Ｈｍｉｎと比率上限値Ｈｍａｘの間において、加重係数ｗ
は線形に変化する（ｗ＝（比率上限値Ｈｍａｘ－比率Ｒａｔ）／（比率上限値Ｈｍａｘ－
比率下限値Ｈｍｉｎ））。なお、加重係数ｗは、比率Ｒａｔに対して、離散的に変化して
もよいし、２次関数や３次関数のように変化していってもよい。
【００３９】
　上述のように加重係数ｗを決定することにより、背面パネル信号の注目画素の画素値が
、当該注目画素の周辺の画素の画素値の最大値と近い場合は、比率Ｒａｔが大きくなるた
め、加重係数ｗが小さくされる。これにより、背面パネル信号の合成の割合が高くされ、
ローパスフィルタ処理による注目画素の輝度低下が防止される。一方で、注目画素値と周
辺の画素値の最大値との差が大きい場合は、比率Ｒａｔが小さくなるため、加重係数ｗが
大きくされる。これにより処理画像信号の合成の割合が高くされ、二重像による表示品質
低下が防止される。これは、注目画素とその周辺の明るい画素との画素値の差が小さけれ
ば二重像よりも輝度低下の影響が大きく、差が大きければ輝度変化の影響よりも二重像の
影響が大きいからである。
【００４０】
　実施形態１の制御を行った場合について、画像信号およびパネルの画素の内、対象画素
行について例示して説明する。対象画素行は、説明のために、各信号およびパネルにおい
て、マトリクス状に配置された複数の画素のうち、一部の画素行を切り出したものである
とする。対象画素行に含まれる画素は行方向（左右方向）に並んだ１１画素であり、それ
ぞれ画素Ａ～Ｋとする。また、対象画素行の行方向に垂直な方向は、同じ画素値の画素が
隣接するとする。また、画素Ａより左側、画素Ｋより右側には、それぞれ画素Ａ、および
画素Ｋと同じ画素値の画素が並んでいるとする。
【００４１】
　図５は、各信号の対象画素行の画素値、背面液晶パネル１１の対象画素行の透過率、前
面液晶パネル１２の対象画素行の透過率、および対象画素行の表示輝度を示した模式図で
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ある。
【００４２】
　図５（ａ）は、対象画素行の入力輝度を示す。対象画素行において、中心の画素（Ｅ，
Ｆ，Ｇ）の輝度が高い。
【００４３】
　図５（ｂ）は、入力画像信号の対象画素行の画素値を示す。入力画像信号は、図２に示
すような入力輝度と画素値との関係に基づき、各画素の画素値が決定される。
【００４４】
　図５（ｃ）は、背面パネル信号および前面パネル信号の対象画素行の画素値を示す。補
正部１０２および分配部１０３により、入力画像信号が背面パネル信号と前面パネル信号
とに分配される。背面パネル信号と前面パネル信号とは、図３に示す入力輝度と画素値と
の関係を満たすように生成されるとする。
【００４５】
　図５（ｄ）は、特性画像信号の対象画素行の画素値を示す。取得部１０４によって、背
面パネル信号の各画素の画素値を、当該画素の周辺領域に含まれる画素値のうち最大の画
素値として、特性画像信号が生成される。周辺領域は、注目する画素を中心とした５×５
の画素からなる領域であるとする。
【００４６】
　図５（ｅ）は、比率画像信号の対象画素行の値（比率Ｒａｔ）を示す。演算部１０５は
、各画素に対して、特性画像信号における画素値と、背面パネル信号における画素値との
比率Ｒａｔを算出する。比率Ｒａｔは、周辺の画素の画素値に対して自己の画素の画素値
が高いほど、１に近づく。したがって、対象画素行のうち画素Ｅ，Ｆ，Ｇの比率Ｒａｔが
他の画素よりも高い。
【００４７】
　図５（ｆ）は、対象画素行の各画素に対して決定された加重係数ｗを示す。各画素の比
率Ｒａｔに基づいて、例えば、図４に示すような関係を用いて、各画素の加重係数ｗを決
定する。比率Ｒａｔが高いほど、加重係数ｗは小さくなる。したがって、対象画素行のう
ち画素Ｅ，Ｆ，Ｇの比率Ｒａｔが他の画素よりも低い。画素Ｅ，Ｆ，Ｇの比率Ｒａｔは、
比率上限値Ｈｍａｘ以上であることから、加重係数ｗは０とされる。また、画素Ａ，Ｂ，
Ｃ，Ｉ，Ｊ，Ｋの比率Ｒａｔは、比率下限値Ｈｍｉｎよりも小さいことから、加重係数ｗ
は、１とされる。また、画素Ｄ，Ｈの比率Ｒａｔは、比率下限値Ｈｍｉｎ以上、比率上限
値Ｈｍａｘ未満であることから、加重係数ｗは、図４に示した関係に基づいて０～１の間
で決定される。
【００４８】
　図５（ｇ）は、処理画像信号の対象画素行の画素値を示す。処理部１０６は、背面パネ
ル信号に対して、ローパスフィルタ処理を施して、処理画像を生成する。ローパスフィル
タ処理は、対象とする画素に対して、当該画素を中心とした５×５の画素の画素値の平均
を当該画素の画素値とする処理であるとする。したがって、処理画像信号は、前面パネル
信号に対して滑らかな分布となる。
【００４９】
　図５（ｈ）は、合成画像信号の対象画素行の画素値を示す。合成部１０７は、式２に基
づいて、背面パネル信号と処理画像信号とを合成して、合成画像信号を生成する。つまり
、合成部１０７は、加重係数ｗが小さいほど、合成画像信号に対する背面パネル信号処理
画像信号の割合が小さくなる。画素Ｅ，Ｆ，Ｇは、比率Ｒａｔが高く加重係数ｗが小さい
ことから、合成画像信号における画素Ｅ，Ｆ，Ｇの画素値は、より背面パネル信号におけ
る画素Ｅ，Ｆ，Ｇの画素値に近い値となる。一方で、合成画像信号における画素Ａ，Ｂ，
Ｃ，Ｉ，Ｊ，Ｋは、処理画像信号における画素Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｉ，Ｊ，Ｋの画素値に近い値
となる。また、合成画像信号における画素Ｄ，Ｈの画素値は、より背面パネル信号におけ
る画素Ｄ，Ｈの画素値と、処理画像信号における画素Ｄ，Ｈの画素値との中間の画素値と
なる。
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【００５０】
　図５（ｉ）は、合成画像信号に基づいて制御された背面液晶パネル１１の対象画素行の
透過率を示す。図５（ｊ）は、前面パネル信号に基づいて制御された前面液晶パネル１２
の対象画素行の透過率を示す。各液晶パネルにおける画素値と透過率との関係は、同じ指
数関数で表されるとする。
【００５１】
　図５（ｋ）は、バックライト１０から光を照射された場合に、前面液晶パネル１２の前
面側に表示される表示輝度を示す模式図である。表示輝度は、バックライト１０から照射
され、背面液晶パネル１１と前面液晶パネル１２とで変調（透過）された光の輝度である
。表示輝度は、前面液晶パネル１２の正面に対向したユーザが視覚する輝度である。各液
晶パネルの透過率の最大値が１０％、かつ、バックライト１０から背面液晶パネル１１の
背面に照射される光の輝度が１００，０００ｃｄ／ｍ２であるとする。この場合、表示輝
度の最大値は、１，０００ｃｄ／ｍ２である。また、各液晶パネルの最小の透過率が０．
０１％であるとすると、表示輝度の最小値は、０．００１ｃｄ／ｍ２である。したがって
、前面液晶パネル１２に表示される画像のコントラストは、１，０００，０００：１であ
る。
【００５２】
　上述のように処理することにより、周囲の画素の画素値よりも画素値が高い画素（例え
ば、局所明領域の画素）については、ローパスフィルタ処理が施されていない画素値で制
御される。一方で、周囲の画素よりも画素値が低い画素は、ローパスフィルタ処理を施さ
れた画素値で制御される。
【００５３】
　したがって、局所明領域の輝度の低下を抑制し、かつ局所明領域の近傍の暗部領域では
、ローパスフィルタ処理により、二重像の発生を抑制することが可能となる。
【００５４】
　また、本実施形態が適用されない場合の比較例について、説明する。比較例では、バッ
クライト１０側の背面液晶パネル１１は、分配された背面パネル信号に対してローパスフ
ィルタ処理を施した処理画像信号に基づいて透過率を制御する。また、前面液晶パネル１
２は、分配された前面パネル信号に基づいて透過率を制御する。これにより、二重像が視
認されることを抑制することが可能となる。
【００５５】
　図６は、比較例における、各信号の対象画素行の画素値、背面液晶パネル１１の対象画
素行の透過率、前面液晶パネル１２の対象画素行の透過率、および対象画素行の表示輝度
を示した模式図である。
【００５６】
　図６（ａ）、比較例における対象画素行の入力輝度を示す。図６（ｂ）は、比較例にお
ける入力画像信号の対象画素行の画素値を示す。図６（ｃ）は、比較例における背面パネ
ル信号および前面パネル信号の対象画素行の画素値を示す。また、図６（ｄ）は、比較例
における処理画像信号の対象画素行の画素値を示す。図６（ａ）～（ｃ）は、それぞれ図
５（ａ）～（ｃ）と同様であるので説明を省略する。また、図６（ｄ）は、図５（ｇ）と
同様であるので説明を省略する。
【００５７】
　図６（ｅ）は、処理画像信号に基づいて制御された背面液晶パネル１１の対象画素行の
透過率を示す。図６（ｆ）は、前面パネル信号に基づいて制御された前面液晶パネル１２
の対象画素行の透過率を示す。また、図６（ｇ）は、比較例においてバックライト１０か
ら光を照射された場合に、前面液晶パネル１２の前面側に表示される表示輝度を示す模式
図である。
【００５８】
　図６（ｇ）に示すように、局所明領域において、背面液晶パネル１１の透過率が減少す
ることにより、局所明領域の表示輝度が低下してしまう。例えば、黒背景に星のような高
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輝度の点（局所明領域）が配置された画像を表示する場合、比較例で示したように制御す
ると、高輝度の点が暗く表示されてしまうことがある。
【００５９】
　図５（ｋ）に示すように、本実施形態の制御を行うことにより、局所明領域の表示輝度
が低下することを抑制することが可能となる。また、局所明領域に隣接する暗領域では、
ローパスフィルタ処理が適用された信号に基づいて背面液晶パネル１１の透過率が制御さ
れることにより、二重像の発生を抑制することが可能となる。
【００６０】
　図７は、対象画素行の表示輝度を示した模式図である。図７の横軸は、画素（位置）を
示し、図７の縦軸は輝度を示す。図７の点線は、入力画像信号において関連付けられてい
た対象画素行の入力輝度である。図７の実線Ｌ１は、本実施形態１の処理に基づいて制御
した場合の表示輝度を示す。即ち、図５（ｋ）に示した表示輝度である。図７の実線Ｒｅ
ｆ１は、上述の比較例の処理に基づいて制御した場合の表示輝度を示す。即ち、図６（ｇ
）に示した表示輝度である。
【００６１】
　本実施形態の処理により、局所明領域の表示輝度は、入力画像における入力輝度と対応
して、周囲の画素よりも十分に高い輝度で表示され、コントラストの高い画像を表示する
ことが可能となる。一方で、比較例の処理に基づいて制御した場合、局所明領域の表示輝
度が低下し、輝度の変化がなだらかとなることから、入力画像に対してコントラストが低
下した画像となってしまう。
【００６２】
　本実施形態によれば、局所明領域の表示輝度が低下することを抑制し、かつ、二重像の
発生を抑制することが可能となる。
【００６３】
　以上、図１の構成における本発明の実施形態１の詳細について説明した。このように、
背面パネル信号にローパスフィルタ処理を施す際、背面パネル信号の注目画素値と周辺画
素の画素値の最大値の画素比率により、合成画像信号の生成を制御する。このことで、画
像の局所的な明部の輝度の低下防止を行いながら、二重像による表示品質低下を防止する
ことが可能となる。
【００６４】
（変形例１）
　実施形態１の処理に限定されず、たとえば、補正信号の注目画素の画素値と補正信号の
注目画素の周辺画素の最大画素値とに基づき比率Ｒａｔが決定されてもよい。この場合、
補正信号の注目画素値を、補正信号の注目画素の周辺画素値の最大値で除算することで、
比率Ｒａｔが求められる。つまり、本発明は実施形態１の構成に限定されず図８のような
構成であってもよい。実施形態１と異なる点は、取得部１０４への入力を背面パネル信号
ではなく、補正信号とする点である。実施形態１では、分配部１０３で背面パネル信号と
前面パネル信号は同割合で分配された。しかし、背面液晶パネル１１と前面液晶パネル１
２の特性が異なる場合、分配部１０３で背面パネル信号と前面パネル信号が異なる割合で
分配されることがある。このとき、背面パネル信号のみで比率Ｒａｔを決定してしまうと
、入力輝度の表示コントラストが正確に考慮できない問題が発生する。そこで、分配部１
０３で分配する前の補正信号から、比率Ｒａｔを決定することで入力輝度のコントラスト
を正確に考慮することが可能となる。また、本変形例では補正信号に基づき比例Ｒａｔが
決定されたが、それに限らず入力画像信号や階調変換信号に基づき比率Ｒａｔが決定され
てもよい。
【００６５】
（変形例２）
　また、変形例１と同様の効果を得るために実施形態１における図１と同様の構成におい
て、分配部１０３が取得部１０４へ、背面パネル信号ではなく補正信号を出力してもよい
。取得部１０４に、補正信号が入力されることにより、変形例１と同様に演算部１０５は
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補正信号に基づいて比率Ｒａｔを決定することができる。また、分配部１０３が背面パネ
ル信号、および前面パネル信号を不図示の結合部に出力し、結合部が２つの信号を結合し
再度補正信号を生成して、取得部１０４へ出力してもよい。以上、これらの構成により、
変形例１と同じ効果を得ることが可能となる。
【００６６】
＜実施形態２＞
　実施形態２では、高周波画像を検出し、検出結果により合成部を制御する手段を説明す
る。実施形態１は、画像内に明るい画像が点在しているときは好適であるが、短い間隔で
明るい領域と暗い領域が繰り返している高周波画像の場合、二重像が視認しやすくなって
しまう。以下、図９を参照して、実施形態１の処理が行われた場合の画素の明るさと、実
施形態２の処理が行われた場合の画素の明るさを説明する。なお、図９では、説明のため
に、信号や表示パネルの画素を１次元的に横一行に記載してるが、実際の画素は縦横の２
次元的に存在しているものである。また、各画素の縦方向（上下方向）に垂直な方向には
、同じ画素値の画素が隣接するとする。さらに、最も左に位置した画素より左側、最も右
に位置した画素より右側には、それぞれ図８において最も左に位置した画素、および最も
右に位置した画素と同じ画素値の画素が並んでいるとする。
【００６７】
　まず、図９（ａ）に、実施形態１の処理が全ての画素に行われた場合の画素の明るさを
示す。図９（ａ）の［１］～［４］にはそれぞれの信号の画素が表されており、［１］～
［３］の画素の上には画素値、［４］の画素の上には表示輝度が記載されている。図９（
ａ）において、補正信号の画素の画素値０、画素値１０２３と交互に並んでいる。また、
前面パネル信号および背面パネル信号も同様に画素値０、画素値１０２３と交互に並んで
いる。背面パネル信号において画素値が１０２３である画素は加重係数ｗが０となるため
、式２の処理が行われても、合成画像信号において画素値は１０２３とされる。背面パネ
ル信号ここで、表示輝度をみると、表示輝度０．５ｃｄ／ｍ２と表示輝度１，０００ｃｄ
／ｍ２が交互に並ぶこととなり、明るい画素と暗い画素の間の輝度差が大きいため、二重
像が視認しやすくなる。
【００６８】
　続いて、図９（ｂ）に、合成画像信号の全ての画素にローパスフィルタ処理を適用した
場合の画素の明るさを示す。なお、図９（ｂ）の例における補正信号、および背面パネル
信号、前面パネル信号は、図９（ａ）の例における対応する信号と同じである。図９（ｂ
）の［１］～［４］にはそれぞれの信号の画素が表されており、［１］～［３］の画素の
上には画素値、［４］の画素の上には表示輝度が記載されている。合成画像信号の全ての
画素の画素値が５１２となっている。このような場合には、表示輝度をみると、表示輝度
０．５ｃｄ／ｍ２と表示輝度５００ｃｄ／ｍ２の交互に並ぶこととなる。このようにする
ことで隣り合う画素間の輝度の差が低減されるため、二重像による表示品質低下が防止さ
れる。そのため、高周波画像の場合、本来は明るい画素に対して、注目画素値とその周辺
の平均画素値との合成処理を行わずに、ローパスフィルタ処理を施すべきである。
【００６９】
　本実施形態の表示装置２は、表示制御装置２００とバックライト１０、背面液晶パネル
１１、前面液晶パネル１２で構成される。本実施形態に係る表示制御装置２００は、実施
形態１の全ての機能ブロックに加え、図１０のように高周波演算部２０１を有する。なお
、合成部および制御部は、実施形態１と機能が異なるため合成部２０２および制御部２０
３とした。また、実施形態１と符号および名称が同じ機能ブロックは、実施形態１と同じ
機能を有する。以下にて、実施形態１に高周波演算部を加えた本実施形態の構成において
、成分信号を生成する方法を示す。
【００７０】
　実施形態１と差分のある動作のみを説明する。高周波演算部２０１は、分配部１０３か
ら入力された背面パネル信号に基づき高周波成分を演算する。具体的には、高周波演算部
２０１は、ハイパスフィルタにより、高周波成分を抽出し、成分信号として合成部２０２
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へ出力する。高周波演算部２０１は、背面パネル信号の注目画素と、注目画素の左画素、
注目画素の右画素の計３画素の画素値を抽出し演算する。注目画素と、注目画素の隣接画
素の画素値との差分により高周波成分が算出される。具体的な演算式を、式３に表す。な
お、本実施形態では、高周波演算部２０１は、注目画素の左右２画素と注目画素を用いて
高周波成分を演算している。しかし、それに限らず、注目画素の左右４画素や上下２画素
、上下４画素、斜め２画素などの隣接画素と注目画素とを用いて高周波成分を演算しても
よい。
【数３】

【００７１】
　制御部２０３は実施形態１の制御部１０９と同様の処理を行う。さらに、制御部２０３
は成分基準値Ｓを設定し、その値を合成部２０２へ出力する。合成部２０２は、成分信号
がもつ高周波成分の値と、制御部２０３から入力された成分基準値Ｓとの比を、加重係数
ｗに乗算する。乗算方法を式４で示す。ここで、乗算後の加重係数ｗ’が１より大きい値
をとらないようにするために、高周波成分がとり得る最大値が設定されてもよいし、式４
の乗算の結果が１を超える場合はｗ’＝１とさせてもよい。
【数４】

合成部２０２は、式４で決定された乗算後の加重係数ｗ’により、合成画像信号を生成す
る合成演算を行う。
【００７２】
　以上のように、短い間隔で明るい領域と暗い領域が繰り返している高周波画像のときは
、合成画像信号を生成する合成における処理画像信号の割合を大きくすることで、二重像
による表示品質低下を防止することができる。
【００７３】
＜実施形態３＞
　実施形態３では、注目画素の画素値に基づき、フィルタ領域を制御する手段を説明する
。実施形態１の処理部１０６では、フィルタ処理値を算出する際、フィルタ領域の大きさ
を係数設定値Ｍにより固定にした。しかし、画素値が低いほど、二重像が視認しやすいと
いう特性がある為、画素値によりフィルタ領域を変化させることが効果的である。予め、
フィルタ領域を広げる方法も考えられるが、必要以上に領域を広げると画像が大きくぼや
けて見えてしまう弊害がある。
【００７４】
　そこで、本実施形態では、背面パネル信号の注目画素値の大きさから、フィルタ領域の
大きさを決定する方法を示す。本実施形態の表示装置３は、表示制御装置３００とバック
ライト１０、背面液晶パネル１１、前面液晶パネル１２で構成される。本実施形態に係る
表示制御装置３００は、実施形態１の全ての機能ブロックに加え、図１１のように暗部検
出部３０１、領域決定部３０２を有する。なお、制御部は実施形態１と機能が異なるため
制御部３０３とした。また、実施形態１と符号および名称が同じ機能ブロックは、実施形
態１と同じ機能を有する。本実施形態では、分配部１０３から入力される背面パネル信号
の注目画素値の大きさに基づき、フィルタ領域の大きさを決定させるが、この限りではな
く、入力画像信号や補正信号の注目画素の画素値の大きさに基づいて決定させてもよい。
【００７５】
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　実施形態１と差分のある動作のみ説明する。制御部３０３は実施形態１の制御部１０９
と同様の処理を行う。さらに、制御部３０３は暗部下限値Ｄｍｉｎと暗部上限値Ｄｍａｘ
を設定し、暗部検出部３０１に出力する。また同様に、制御部３０３は新たに、領域下限
値Ｅｍｉｎ、領域上限値Ｅｍａｘを設定し、領域決定部３０２に出力する。このとき、制
御部３０３は係数設定値Ｍの設定、および出力は行わない。暗部検出部３０１は、入力さ
れた暗部下限値Ｄｍｉｎと暗部上限値Ｄｍａｘを基に、背面パネル信号から暗部レベルを
検出し、暗部検出値Ｔとして出力する。なお、暗部下限値Ｄｍｉｎは暗部上限値Ｄｍａｘ
以下の値で設定され、領域下限値Ｅｍｉｎは領域上限値Ｅｍａｘ以下の値で設定される。
【００７６】
　図１２（ａ）は背面パネル信号の注目画素値と暗部検出値Ｔとの関係を表すグラフであ
る。具体的には、図１２（ａ）のように背面パネル信号の注目画素値が小さいほど、大き
い暗部検出値Ｔが決定される。なお、背面パネル信号の注目画素値が暗部下限値Ｄｍｉｎ
以下の場合は暗部検出値Ｔ＝１となり、背面パネル信号の注目画素値が暗部上限値Ｄｍａ
ｘ以上の場合は暗部検出値Ｔ＝０となる。また、本実施形態では、背面パネル信号の注目
画素値が、暗部下限値Ｄｍｉｎと暗部上限値Ｄｍａｘの間にある場合は線形的に暗部検出
値Ｔの値を変化させているが、その限りではない。例えば、暗部検出値Ｔの値を離散的に
変化させてもよいし、２次関数や３次関数のように変化させてもよい。
【００７７】
　領域決定部３０２は、暗部検出値Ｔと領域下限値Ｅｍｉｎ、領域上限値Ｅｍａｘから、
フィルタ領域を決定し、係数設定値Ｍとして処理部１０６へ出力する。このとき、係数設
定値Ｍは領域下限値Ｅｍｉｎと領域上限値Ｅｍａｘとの間の値とされる。また、図１２（
ｂ）は、暗部検出値Ｔと係数設定値Ｍとの関係を表すグラフである。図１２（ｂ）に示す
ように、暗部検出値Ｔが大きいほど、大きい係数設定値Ｍがされるように決定される。こ
れは、暗部検出値Ｔが１に近いほど、背面パネル信号の注目画素値が低いことから、二重
像が視認し易い為、フィルタ領域を大きくさせている。反対に、暗部検出値Ｔが小さいほ
ど、小さい係数設定値Ｍが決定される。これは、注目画素値が高いと二重像が視認しづら
くなる為、ローパスフィルタ処理による画像のぼやけの防止を優先させている。つまり、
注目画素値が高い場合は、なるべくローパスフィルタ処理の適用が抑制され、輝度の低下
が防止される。さらに、ローパスフィルタ処理が適用された場合においても注目画素に近
い画素のみに基づくフィルタが施されることで画像のぼやけが防止されるということであ
る。なお、本実施形態では、暗部検出値Ｔが大きくされるに従い、係数設定値Ｍが線形的
に大きくされるがこの限りではない。例えば、係数設定値Ｍの値を離散的に変化させても
よいし、２次関数や３次関数のように変化させてよい。
【００７８】
　以上のように、背面パネル信号の注目画素値の大きさに基づき、フィルタ領域を制御す
ることで、二重像による表示品質の低下を防止しながら、ローパスフィルタ処理による画
像ぼやけを軽減することが可能となる。
【００７９】
　なお、上記実施形態１、実施形態２、および実施形態３の各機能ブロックは、個別のハ
ードウェアであってもよいし、そうでなくてもよい。２つ以上の機能ブロックの機能が、
共通のハードウェアによって実現されてもよい。１つの機能ブロックの複数の機能のそれ
ぞれが、個別のハードウェアによって実現されてもよい。１つの機能ブロックの２つ以上
の機能が、共通のハードウェアによって実現されてもよい。また、各機能ブロックは、Ａ
ＳＩＣ、ＦＰＧＡ、ＤＳＰなどのハードウェアによって実現されてもよいし、そうでなく
てもよい。例えば、装置が、プロセッサと、制御プログラムが格納されたメモリとを有し
ていてもよい。そして、装置が有する少なくとも一部の機能ブロックの機能が、プロセッ
サがメモリから制御プログラムを読み出して実行することにより実現されてもよい。
【００８０】
（その他の実施形態）
　本発明は、上記の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
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記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。また
、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【符号の説明】
【００８１】
１０　　バックライト
１１　　背面液晶パネル
１２　　前面液晶パネル
１０３　分配部
１０４　取得部
１０５　演算部
１０６　処理部
１０７　合成部
１０８　出力部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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